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　ひ
と
た
び
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、
そ
の
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、
危
険
や
困
難
を
伴
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
と
き
、
普
段
顔
を
合

わ
せ
る
隣
近
所
の
人
々
が
集
ま
っ

て
、
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

防
災
活
動
に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。
自
主
防
災
組
織
は
、
そ

の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　平
常
時
に
は
防
災
知
識
の
普
及
や

啓
発
、
地
域
内
の
安
全
や
設
備
の
点

検
、
防
災
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
情

報
を
収
集
し
て
住
民
に
迅
速
に
伝

達
。
初
期
消
火
活
動
、
被
災
者
の
救

出
や
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営
な

ど
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。

　市
内
全
域
で
は
、
１
１
６
団
体
、

行
政
区
の
72
・
４
％
が
結
成
。

　地
域
を
良
く
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ「
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
」、

現
場
近
く
に
い
る
か
ら
こ
そ「
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
」。
こ
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　島
区
自
主
防
災
会
で
は
、
自
治
会

と
は
別
に
、
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
防

災
小
組
合
を
結
成
。令
和
元
年
に
は
、

住
民
１
５
６
人
が
防
災
小
組
合
ご
と

に
集
ま
り
、
公
民
館
に
誘
導
す
る
防

災
訓
練
を
実
施
。翌
年
か
ら
は
、コ
ロ

ナ
禍
で
多
く
は
集
ま
れ
な
く
て
も
、

安
否
確
認
の
伝
達
や
令
和
２
年
度
に

公
民
館
に
備
え
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
な
ど
、訓
練
を
続
け
て
い
ま
す
。

　有
事
の
と
き
は
、
消
防
団
員
は
災

害
現
場
に
行
き
ま
す
し
、
平
日
の
日

中
だ
と
対
応
で
き
る
人
も
限
ら
れ
ま

す
。
消
火
栓
の
扱
い
方
や
避
難
所
ま

で
の
安
全
な
経
路
を
把
握
し
、
そ
の

場
に
い
る
人
だ
け
で
で
き
る
動
き
の

確
認
も
必
要
で
す
。

　来
年
度
は
、
班
内
の
防
災
小
組
合

と
自
治
会
の
小
組
合
と
を
統
合
さ
せ

ま
す
。
よ
り
連
携
を
取
っ
て
、
地
域

の
防
災
力
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

地域で防ぐ
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ー 平成26年結成 ー

１ 令和元年に耐震化し
た公民館と自主防災会を
運営する役員の皆さん　
２ 区内各地に掲示した
一時避難所の標記　3 
地域みんなで AED講習　
4・5 危険箇所や避難経
路を再確認する図上訓練　
6 令和元年度には水消
火器を使い消火訓練
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　島
区
で
は
、
20
年
く
ら
い
前
に
浅

川
が
氾
濫
し
、
10
軒
ほ
ど
が
床
下
浸

水
。
今
は
、
川
の
拡
幅
工
事
も
行
わ

れ
、
こ
の
辺
は
海
か
ら
遠
い
し
大
丈

夫
と
過
信
す
る
人
も
い
ま
す
。
で
も

全
国
的
に
地
震
や
水
害
が
増
え
て
い

て
、
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
熊

本
地
震
の
と
き
は
、
逃
げ
よ
う
も
な

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　自
主
防
災
組
織
で
は
、
区
内
各
地

に
海
抜
表
示
や
一
時
避
難
所
の
表
記

を
し
て
く
れ
て
、
改
め
て
気
付
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱

い
方
も
学
ん
だ
の
で
、
何
か
あ
っ
た

と
き
は
い
つ
で
も
対
応
で
き
ま
す
。

知
っ
て
い
る
と
知
ら
な
い
と
で
は
全

然
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

　災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
。
私
た
ち
の
住
む
地
区
だ
か
ら
、

住
民
で
力
を
合
わ
せ
て
自
主
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

島区民

左：福島 勲
いさお

 さん（79）

来
らいかい

海 邦
くに お

夫 さん（80）
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